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胃癌、大腸癌組織におけるLeY糖鎖の発
現とアポトーシスに関する検討
　　（外科学第四）○小西　栄、生方英幸、
田渕崇文、岡本光順、田崎太郎、渡辺睦弥、
片野素信、植竹正彦、鮫島博之、伊藤　浩、
薗田善之、渡辺善徳，後藤悦久、松本文和、
佐藤茂範、中田一郎、相馬哲夫
【目的】近年、細胞の発生分化やホメオスターシ
スに重要な細胞死の様式として、アポトーシスの
概念が注目されてきている。癌組織においてもア
ポトーシスは観察されるが、その臨床的意義は解
明されていない。そこでアポトーシス細胞には：L
eY糖鎖が高頻度に発現することから、この身幅
を特異的に認識するモノクローナル抗体BM－1
を用いて癌組織中のLeY糖鎖の発現と臨床的意
義およびアポトーシスとの関係を解明することを
目的に検討を行った。
【方法】摘出標本の肉眼的に最も増殖の著しい部
分の切片を用い、HE染色、　BM－1染色、　PC
NA染色、　Nick　end　labeli㎎染色を行い、癌組織
の免疫組織学的染色性を比較検討した。また、
in　vitroではアポトーシスの過程でB：M－1の染
色性が変化する様子をcell　line癌細胞を用いて観
察した。
【対象】東京医科大学霞ヶ浦病院外科で経験した
原発巣切除可能であった胃癌患者18例（StageM
；11例、StageIV；7例）、大腸癌患者13例
（Stagelll；1例、　StagelV；9例、　StageV；3例）
。胃癌患者は2年以上生存群と2年未満死亡群、
大腸癌患者は5年以上生存群と5年未溝死亡群に
分け比較検討した。
【結果】
1）アポトーシスをおこしたcell　line癌細胞は、
プレアポトーシスの段階よりBM－1陽性となっ
た。
2）癌組織中のBM－1陽性部分とPCNA陽性
部分は異なる分布であった。
3）BM一　1陽性部分とNick　end　labe11㎎陽性部
分はほぼ一致したが、BM－1陽性の方が若干広
範囲であった。
4）癌組織のBM－1陽性率は、胃癌患者では2
年以上生存群で、また大腸癌患者では5年以上生
存群で有意に高率であった。
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Mono－L－aspartyl　chlorin　e6（ME2906）の
Photobleachi　lgについて
　（第一外科）○イリヤル・X．、渋谷　洋
　　　　　　奥仲哲弥、酒井治正、小中
　　　　　　千守、加藤治文
　（第二生理）會沢勝夫
　（明治製菓）斉藤光一，黒岩ゆかり
　低エネルギーのレーザ光感受性物質の併用に
よる癌治療法（光線力学的治療法：PDT）が近
年注目されている。中でもクロリン系の
Mono－L・aspartyl　chlorin　e6（ME2906）はヘマトポル
フィリン（HpD）に比べ吸収波長がより長波長
側にあること、励起効率が高いことなどの優れ
た特徴を持っているから、PDTへの応用が期待
されている。ME2906は生体中血清アルブミンと
相互作用を持つことが報告されている。今回我々
がME2906にBSAを加えたときのPhotobleachingに
ついて検討したので報告する。　【方法】
ME2906及びBSAをpH　7．4のリン酸緩衝液
（PBS）に溶解させ、ME2906濃度を12．5μMに一
定にし、BSAの濃度比率を変化させて、レーザを
照射した。照射前後の吸収と蛍光スペクトル及
び吸収されたエネルギーを測定し、それぞれ混合
雨中ME2906の分解率及び一分子のME2906の分
解に要する光子数を算出した。また、pHの変動
に伴う混合液の吸収スペクトルの変化も測定し
た。【結果】ME2906のPBS溶液にBSAを添加す
ると、E2906の吸収及び蛍光スペクトルのピー
クが長波長側に移行し、BSA／ME　2906のモル比
が1．0になった時点で、吸収スペクトルのSoret
帯が約15㎜、Q帯が約12nm、蛍光スペクトル
波長が約8㎜移行した。レーザ照射したとき、
BSA濃度の増加に従い、　ME2906の分解率が
BSA：ME2906＝1：1になるまで増加したが、
Photobleachingを受けたME2906の一分子あたり要
した光子数は分解率と関係なく一・定だった。これ
らの変化はpH　13．2では生じなかった。【結語】
ME2906とBSAの分子比率が1：1の時レーザによ
るPhotoblcachingが起こり易くなり、ME2906の分
解率が高くなった。しかし、一分子分解に要し
た光子数は変化しなかった。BSAのME2906に対
する影響はBSAの構造に依存していると考えら
れた。
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